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松野環境科学賞受賞理由 

【対象論文の内容】 
海洋に廃棄されたプラスチックのうち、特に粒径が 5 mm 以下の「マイクロ

プラスチック」は、あらゆる生物に取り込まれていることが報告されており、生

態系への影響が懸念されている。海洋動物はマイクロプラスチックを海水中か

ら直接取り込むだけでなく、マイクロプラスチックを体内にもつ小型の餌生物

を食べることにより取り込むことも知られているが、この２つの経路の相対的

な重要性を調べた研究はこれまでなかった。そこで本研究では、肉食性魚類シモ

フリカジカ（以下、カジカ）とその餌生物である小型甲殻類イサザアミ類（以下、

アミ）を用いて、魚類のマイクロプラスチック摂取における餌生物を介した間接

経路の重要性について検証した。 
 その検証方法として、北海道東部の厚岸湖で採取したカジカとアミを用いて、

飼育実験を行った。水中からの直接経路によるマイクロプラスチックの摂取は、

マイクロプラスチックを海水中に入れた水槽でカジカを飼育することで調べ

（水中区）、餌生物を介した間接経路によるマイクロプラスチックの摂取は、同

じ濃度条件でマイクロプラスチックに曝したアミを、マイクロプラスチックの

入っていない水槽内のカジカへ与えることで調べた（アミ区）。 
 その結果、アミ区のカジカは水中区のカジカよりも個数で 8～11 倍、質量で 3
～5 倍のマイクロプラスチックを取り込んでいた。また、マイクロプラスチック

はアミに取り込まれる過程で細粒化されることも判明した。これより、魚類のマ

イクロプラスチック摂取において、水中からの直接経路よりも、餌生物を介した

間接経路の方がより重要であることが明らかになった。 
 
【受賞理由】 
本研究は、マイクロプラスチックが食物連鎖を通じて海洋生態系のより高次

に位置する動物に移行することを実験的に初めて示した成果であり、今後プラ

スチック汚染の進行と共に、食物連鎖を通じたマイクロプラスチックの海洋生

態系への影響も深刻化する可能性を示したことで、学術的にも、社会的にもイン

パクトのある成果であると考えられる。 
なお、掲載された Environmental Pollution は環境汚染分野の代表的なジャーナ

ルの１つであり(IF: 8.071)、2021 年 1 月に出版された本論文は既に 12 本の論文

に引用されている（2022 年 5 月 26 日段階）。 



また、JST サイエンスポータル 1 や yahoo ニュース 2、NHK スペシャル 3 など

の報道を通じて広く配信され、海洋プラスチック汚染問題の社会的な喚起にも

貢献している。 
以上のことから、本論文は、松野環境科学賞を受けるに相応しい論文であると

判断された。 

 
1https://scienceportal.jst.go.jp/newsflash/20210205_n01/?fbclid=IwAR2z6ykNdGyTAfdb2tmzQt2zljs3jIdfhVJXiu9_

KJ5vpHhF1QOZFb_z75k 
2https://news.yahoo.co.jp/articles/f42188451c4c7a23ef7f468244fcf90d62693c3b, 2021/2/5 配信（現在は削除） 
3https://www.nhk.jp/p/special/ts/2NY2QQLPM3/episode/te/586L338ZJ8/ 


